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 資料２１ 

第２期滋賀県スポーツ推進計画 

概要版 

― スポーツで滋賀を元気に！滋賀の未来を創る！ ― 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

平成 30 年３月 

滋 賀 県 
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第 2 期滋賀県スポーツ推進計画とは 
 

●平成 25 年（2013 年）３月に策定した「滋賀県スポーツ推進計画」は、平成 29 年

度（2017 年度）で計画の５か年が終了することから、国や本県におけるスポーツを

取り巻く状況の変化を踏まえ、新たに「第２期滋賀県スポーツ推進計画」を策定しま

した。 

 

 ●本計画は、平成 27 年（2015 年）12 月に施行された「滋賀県スポーツ推進条例」

第８条に基づき、スポーツの推進に関する統合的かつ計画的な計画です。 

 

●本計画の推進により、県民の心身の健康の保持増進を通じて健康寿命の延伸を図り、

豊かで潤いのある県民生活の形成および活力ある地域社会の実現に寄与するための計

画です。 

 

 

 

 

すべての県民が身近にスポーツを楽しみ、自ら進んで参画し、 

互いに連携・協働することを通じて、滋賀県民であることに誇りを感じて、 

幸福で豊かな生活を営むことができる共生社会の実現 

－ スポーツで滋賀を元気に！滋賀の未来を創る！ － 
 

 

 

 

１ スポーツの力で「豊かで健やかな生活」を創る！ 

２ スポーツの力で「元気な地域」を創る！ 

３ スポーツの力で「感動の滋賀」を創る！ 

 

 

 

平成 30 年度（2018 年度）から 5 年間の計画です。  

目指す姿 
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スポーツ

の力で

「豊かで

健やかな

生活」を

創る！ 

 

 

 

スポーツ

の力で

「元気な

地域」を

創る！ 

 

 

 

スポーツ

の力で

「感動の

滋賀」を

創る！ 

 

 

 

生涯にわたるすべての 

県民のスポーツ活動の 

充実 

スポーツ推進の具体的展開 
 

」 

 
 

 ●県民総スポーツの機会づくりの推進         

 ●幼児期からの運動（遊び）・スポーツ活動の充実    

 ●小・中学校における体育・保健体育の授業の充実   

 ●中学・高校における運動部活動の活性化        

 ●障害のある人の参加機会の拡大           

 ●女性の参加機会の拡大               

 ●中高年の運動習慣定着化の推進           

 ●スポーツの持つ多様な価値の発信          

 ●トップアスリートとの交流機会の創出        

 ●スポーツイベント等におけるボランティア活動の応援・促進  

 

 ●地域スポーツクラブの育成             

 ●スポーツ少年団の育成               

 ●公共スポーツ施設等の活用・充実          

 ●琵琶湖などの自然を活かしたスポーツの推進     

               

 ●地域とスポーツ団体との連携・協働の推進      

 ●大学・企業等とスポーツ団体との連携・協働の推進  

 ●スポーツイベント、トップアスリート等を活かした地域の活性化  

 ●スポーツの成長産業化               

 

 ●選手の育成・強化                 

 ●指導体制の充実                  

 ●強化拠点の構築・環境の整備            

 

 

 ●シンボルスポーツの創出              

 ●大会運営等のノウハウの継承            

 ●スポーツボランティア活動の取組          

 

 

Ⅱ 
スポーツ施設・環境の

充実 

１ 

３ 

地域 

Ⅰ 

Ⅲ

スポーツの持つ多様な

価値の共有 

スポーツを通じた 

連携・協働による地域

の活性化 

 

地域の特性を活かした 

大会レガシーの創出 

 

展開方策 政策 基本方針 

２ 

４ 

５ 

６ 

人 
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１  生涯にわたるすべての県民のスポーツ活動の充実 
 

政策目標 

年齢や性別、障害の有無を問わず、すべての県民が「いつでも、どこでも、いつまでも」スポーツを楽しめる

よう、スポーツ活動や学校体育の充実を目指します。 
 
 
 
 
 
 
 

県民総スポーツの祭典 

上：ゲートボール 

右：ユニカール 
 

 
展開方策 

 
（１） 県民総スポーツの機会づくりの推進  （５） 障害のある人の参加機会の拡大 

●「する」「みる」「支える」スポーツ普及に向けた機会づくりと普及促進 

●スポーツボランティア活動の充実 

●スポーツ情報提供の拡大 

 ●地域における参加機会づくり 

●指導者の養成 

●障害者スポーツの啓発 

 

（２） 幼児期からの運動（遊び）・スポーツ活動の充実  （６） 女性の参加機会の拡大 

●幼児期の運動遊びの充実 

●体力向上に向けた検証改善 

●幼児期における運動の質・量の充実 

 ●仲間や親子で参加できる機会づくり 

●参加意識の向上 

●女性の指導者等、人材の養成 

 

（３） 小・中学校における体育・保健体育の授業の充実  （７） 中高年の運動習慣定着化の推進 

●授業内容の充実 

●指導力の向上 

●外部指導者の参画 

●望ましい生活習慣の定着 

 ●日常生活にとけ込む運動の普及 

●気軽に取り込める運動プログラム等の開発 

●体験機会の提供 

 

（４） 中学・高校における運動部活動の活性化 

●各学校の特色を活かした取組の推進 

●指導者の育成・確保 

●柔軟な運営体制の推進 

●安全体制の充実 

 
 
                        小学校体育デジタル教材       各小学校「健やかタイム」の時間 

「げんきな湖っ子」ＤＶＤシリーズ 

 

スペシャルスポーツカーニバル 

指 標 

  現状（Ｈ２８） 目標（Ｈ３４） 

成人（男・女）の週１回以上のスポ

ーツ実施率 

男性 35.6％ 

女性 36.8％ 

男女ともに 

65％以上 

子ども（男・女）の 1 週間の運動・

スポーツ実施時間（※土日を含み、

平日の授業を除く）      

【小学 5 年生】 

男子：590.7 分 

女子：347.2 分 

（全国男子：602.9 分） 

（全国女子：370.3 分） 

男子：625 分 

女子：382 分 

※1 日 5 分増を目標 

障害者の週１回以上のスポーツ実施率 
 38.1％ 
（Ｈ29） 

65％以上 
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２  スポーツの持つ多様な価値の共有 
 

政策目標 

スポーツから得られる勇気や社会の絆、さらには共生社会、健康長寿社会の実現、経済・地域の活性化等に結

びつくスポーツの持つ多様な価値の発信と共有を目指します。 

展開方策 

（１） スポーツの持つ多様な価値の発信  

●しがスポーツ大使による発信やスポーツイベント等に

おけるアスリートの活躍する姿の発信 

 
（２） トップアスリートとの交流機会の創出 

●活躍するトップアスリートの広報 

●スポーツを通じたアスリート支援による企業価値の向上 
       

 

しがスポーツ大使による発信     スポーツボランティア 

 

 

３  スポーツ施設・環境の充実 
 

政策目標 

県民が気軽にスポーツに親しむことができるよう「する」「みる」「支える（育てる）」スポーツ環境の充実を図

ります。 
 

 
 
 

 

 

 
 
                                       

 

（仮称）彦根総合運動公園第 1種陸上競技場建築基本設計パース図 

展開方策 

（１） 地域スポーツクラブの育成  （３） 公共スポーツ施設等の活用・充実 

●総合型地域スポーツクラブの育成 

●滋賀県広域スポーツセンターを中心とした支援の充実 

●地域づくり活動の推進 

 ●学校体育施設等の効果的・効率的活用 

●県立スポーツ施設の充実・確保、安全性の確保 

 

（２） スポーツ少年団の育成  （４） 琵琶湖などの自然を活かしたスポーツの推進 

●アクティブ・チャイルド・プログラム（ＡＣＰ）の普及促進 

●指導者の資質の向上 

 ●滋賀の豊かな自然環境を活用したスポーツの推進 

●琵琶湖を舞台とした湖上スポーツの推進 

指 標 

  現状（Ｈ２８） 目標（Ｈ３４） 

しがスポーツ大使の就任数 26 者 50 者以上 

アスリートを採用した県内企業数 32 社 45 社以上 

スポーツボランティア登録者数 
（本県ボランティア登録システム利用） 

334 人 ２,000 人以上 

指 標 

  現状（Ｈ２８） 目標（Ｈ３４） 

総合型地域スポーツクラブで指導
する有資格スポーツ指導者数 

267 人 370 人以上 

県内の公共スポーツ施設の利用者

数 

6,617,409 人 

（Ｈ２６） 
730 万人以上 

（３） スポーツイベント等におけるボランティア活動の応援・促進  

●ボランティア活動ができる機会の提供 

●企業内でスポーツボランティアの取組が増えるための周知等 
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４  スポーツを通じた連携・協働による地域の活性化 
 

政策目標 

大学、企業、地域、スポーツ団体等のさまざまな団体が、スポーツを通じて主体的に連携・協働することによ

り地域の活性化を目指します。 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

                              朝日レガッタ      びわ湖レイクサイドマラソン 

展開方策 

（１） 地域とスポーツ団体との連携・協働の推進  （３） スポーツイベント、トップアスリート等を活かした地域の活性化 

●子どもの運動・スポーツ活動の推進 

●障害者スポーツ関係団体との連携、協働 

●健康づくり・交流機会の拡充 

 ●全国規模のスポーツイベントの開催による地域の活性化 

●トップスポーツの地域での交流推進 

●スポーツイベントを活用したスポーツツーリズムの検討 

 

（２） 大学・企業等とのスポーツ団体との連携・協働の推進  （４） スポーツの成長産業化 

●指導者の育成 

●体力向上に向けた検証、改善サイクルの確立 

●競技力向上のための連携 

 ●滋賀のＰＲ活動と観光誘客に向けた発信 

●大学、企業と連携したビジネスモデルの検討 

●スポーツを通じた海外との交流促進 

 

５  国体・全国障害者スポーツ大会等に向けた競技力向上と競技者の拡大 
 

政策目標 

「選手の育成・強化」「指導体制の充実」「強化拠点の構築・環境整備」の取組を推進することにより、競技力

の向上と競技者の拡大を図ります。 
   

（２） 指導体制の充実  

●指導者の確保 

●指導者の養成・資質向上 

●組織的な競技力向上の推進 

展開方策 

（１） 選手の育成・強化  （３） 強化拠点の構築・環境の整備 

●ジュニア選手の発掘・育成・強化 

●成年選手の育成・強化・確保 

●東京 2020 オリンピック・パラリンピック候補選手の活動支援 

●女性アスリートの育成・強化 

●障害者スポーツの普及、選手の発掘・育成・強化 

 ●強化拠点の構築 

●施設の整備・競技用具の充実 

●医科学サポート体制の充実 

指 標 

  現状（Ｈ２８） 目標（Ｈ３４） 

民間団体等の実施するスポーツ
イベントへの県の後援件数 

155 件 200 件以上 

スポーツ・レクリエーション
を目的とする観光入込客数 

1,002 万人 1,200 万人以上 

滋賀県を本拠地とするプロスポ
ーツチーム等のホームゲーム観
客数 

60,844 人 
（2017 シーズン） 

10 万人以上 

指 標 

  現状（Ｈ２９） 目標（Ｈ３４） 

国体総合順位 39 位 8 位以内 

県障害者スポーツ大会の参加
者数 

773 人 1,000 人以上 
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      平成 29 年度 愛媛国体開会式              次世代アスリート発掘育成プロジェクト 滋賀レイキッズ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
        国体「陸上競技」                        医科学コンディショニング講習会 

６  地域の特性を活かした大会レガシーの創出 
 

政策目標 

国体・全国障害者スポーツ大会等の開催を契機として、地域の特性を活かした滋賀らしいレガシーの創出を 

目指します。 

展開方策 

（１） シンボルスポーツの創出 

●市町と連携したシンボルスポーツの創出 

 
（２） 大会運営等のノウハウの継承 

●大会運営等のノウハウ継承による、県民が継続してス

ポーツに親しめるイベントの開催 
 
（３） スポーツボランティア活動の取組 

●ボランティア活動の場の提供、ボランティア制度の仕組み

やボランティア体験の継承 
  
 
 
 
 
 ホッケースクール（米原市）    ﾙｼｵｰﾙｱｰﾄｷｯｽﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（守山市） 

 

指 標 

  現状（Ｈ２８） 目標（Ｈ３４） 

オリンピック・パラリンピックのホス
トタウンを通じて海外との交流
を始めた市町数 

3 市 
6 市町以上 

（Ｈ32） 

スポーツボランティア登録者数 
（本県ボランティア登録システム利用） 
          ※再掲 

334 人 2,000 人以上 

成人（男・女）の週１回以上
のスポーツ実施率  ※再掲    

男性 35.6％ 
女性 36.8％ 

男女ともに 
65％以上 

ホストタウン交流事業 
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施策の総合的かつ計画的な推進のために 

 

第１  県民自らの参加の推進 

県民一人ひとりが、健康で明るくいきいきと生活するために、日常生活の中で「する」「みる」「支える」などさまざまな関わりに 

おいて、自ら進んでスポーツに親しむことができるようにします。 

 

第２  多様な主体の連携・協働による推進 

県、県民、市町、事業者、大学およびスポーツ団体等は、スポーツの推進を図るため、相互に連携を図りながら協働するように努め、 

スポーツ関係団体や関係者は、それぞれの役割を十分理解し、互いに連携・協働しながら、「スポーツで滋賀を元気にする」取組を推進 

します。 

 

第３  本県の国体・全国障害者スポーツ大会に向けた着実な準備   

ラグビーワールドカップ 2019、東京 2020 オリンピック・パラリンピック、ワールドマスターズゲームズ 2021 関西と、３年連続の 

ビッグスポーツイベントを平成 36 年(2024 年)に本県で開催する国体・全国障害者スポーツ大会の成功につなげていけるよう、知見や 

成功体験を活かし着実な準備を行います。 

 

第４  計画の進捗状況の検証  

毎年度、スポーツ推進計画の取組の状況、評価、課題の把握に努め、その結果、変更が必要なものについては、成果指標や具体的施

策を見直します。 
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令和３年度（第23期スポーツ推進審議会） 令和４年度（第24期スポーツ推進審議会）

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

フェーズ

審議会

県議会

その他の会議等

県民政策コメント

第３期滋賀県スポーツ推進計画の策定スケジュール

諮

問

第５回

計
画
の
方
向
性

目
指
す
姿
・

現
計
画
の
展
開
方
策

の
実
施
状
況

第６回 第１回 第２回 第３回

骨
子
案

素
案

答
申
案

答

申

骨子案 素案 最終案

５月常任

計
画
の

策
定
に
つ
い
て

９月議会

県民政策

コメント

※

法
第
10
条
に
基
づ
く

策定

素
案
・

現
計
画
の
実
施
状
況

２月議会

原
案

教
育
委
員
会

意
見
聴
取

審議会→知事

パ
ブ
コ
メ
結
果

11月議会８月議会

骨
子
案

資料３

諮問の概要

・ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、スポーツを「する」「みる」「支

える」全ての場面で制限を受けており、県民の誰もが安心してスポーツを楽し

むことができるよう、施策を効果的に展開していくことが求められている。

・ また、県民のスポーツ実施率の伸び悩みや、少子化等による運動部活動の

課題など、本県を取り巻く様々な状況に対応していく必要がある。

・ さらに、本県で開催される国スポ・障スポ大会等のレガシーを地域振興に

結び付けていくことも重要である。

・ 県の現行計画等を踏まえ、今後のスポーツ施策に係る基本的方針や諸方

策について意見を求めたい。
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













•

•

•

•

•

•

•

•

•

•







「する」「みる」「支える」
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第３期滋賀県スポーツ推進計画の展開方策（たたき台）

第２期 第３期（案）

目指す姿 目指す姿

ー スポーツで滋賀を元気に！滋賀の未来を創る！ ー ー スポーツで滋賀を元気に！感動を未来へ！ ー

すべての県民が身近にスポーツを楽しみ、自ら進んで参画し、互い
に連携・協働することを通じて、滋賀県民であることに誇りを感じ
て、幸福で豊かな生活を営むことができる共生社会の実現

すべての県民が身近にスポーツを楽しみ、感動を共有し、互いに連
携・協働することを通じて、地域に誇りや愛着を持ち、健やかで豊か
な生活を営むことができる共生社会の実現

基本方針Ⅰ　スポーツの力で「豊かで健やかな生活」を創る！
【人】

基本方針Ⅰ　「豊かで健やかな生活」をつくる
【人】

政策１　生涯にわたるすべての県民のスポーツ活動の充実 施策１　生涯にわたるスポーツ活動の充実

政策目標）年齢や性別、障害の有無を問わず、すべての県民が「いつ
　でも、どこでも、いつまでも」スポーツを楽しめるよう、スポーツ
　活動や学校体育の充実を目指す。

施策目標）年齢や性別、障害の有無を問わず、全ての県民が「いつで
　も、どこでも、いつまでも」自分らしくスポーツを楽しめるよう、
　機会の創出・拡充や環境の整備を図る。

（展開方策） （展開方策）
・県民総スポーツの機会づくりの推進 ・県民総スポーツの機会づくりの推進
・幼児期からの運動（遊び）・スポーツ活動の充実 ・女性や働き盛りの世代に対する参加促進
・小・中学校における体育・保健体育の授業の充実 ・健康寿命延伸に向けた取組の推進
・中学・高校における運動部活動の活性化 ・スポーツの持つ多様な価値の発信
・障害のある人の参加機会の拡大 ・トップアスリートとの交流機会の創出
・女性の参加機会の拡大 ・スポーツイベント等におけるボランティア活動の応援・促進
・中高年の運動習慣定着化の推進 ・スポーツに関わる機会の創出

・地域スポーツクラブの育成
・公共スポーツ施設等の活用・充実

政策２　スポーツの持つ多様な価値の共有 施策２　子どもの運動・スポーツ活動の充実

政策目標）スポーツから得られる勇気や社会の絆、さらには共生社
　会、健康長寿社会の実現、経済・地域の活性化等に結びつくスポー
　ツの持つ多様な価値の発信と共有を目指す。

施策目標）全ての子どもが大人になっても楽しめるスポーツに出会
　い、体を動かす楽しさを実感し、継続して取り組める環境をつく
　る。

（展開方策） （展開方策）
・スポーツの持つ多様な価値の発信 ・幼児期からの運動（遊び）・スポーツ活動の機会の拡大
・トップアスリートとの交流機会の創出 ・小中学校における体育・保健体育の授業改善
・スポーツイベント等におけるボランティア活動の応援・促進 ・スポーツ少年団の育成

・中高生の運動機会の充実

施策３　障害者のスポーツ活動の充実

施策目標）障害のある人が気軽にスポーツを楽しみ、継続して取り組
　める環境をつくる。

（展開方策）
・障害のある人の参加機会の拡大と定着
・障害者スポーツの理解促進

基本方針Ⅱ　スポーツの力で「元気な地域」を創る！
【地域】

基本方針Ⅱ　「活力のある地域」をつくる
【地域】

政策３　スポーツ施設・環境の充実 施策４　スポーツを通じた連携・協働による地域の活性化

政策目標）県民が気軽にスポーツに親しむことができるよう「する」
　「みる」「支える（育てる）」スポーツ環境の充実を図る。

施策目標）県民や大学、企業、地域、スポーツ団体等の多様な個人・
　団体が、スポーツを通じて主体的に連携・協働することにより地域
　の活性化を目指す。

（展開方策） （展開方策）
・地域スポーツクラブの育成 ・地域とスポーツ団体との連携・協働の推進
・スポーツ少年団の育成 ・大学・企業等とスポーツ団体との連携・協働の推進
・公共スポーツ施設等の活用・充実
・琵琶湖などの自然を活かしたスポーツの推進

政策４　スポーツを通じた連携・協働による地域の活性化 施策５　滋賀の地域資源を生かしたスポーツの推進

政策目標）大学、企業、地域、スポーツ団体等のさまざまな団体が、
　スポーツを通じて主体的に連携・協働することにより地域の活性化
　を目指す。

施策目標）琵琶湖をはじめとする豊かな自然環境や観光資源を生かし
　たスポーツの振興を通じて、交流人口の拡大を図り、地域の活性化
　につなげる。

（展開方策） （展開方策）

・地域とスポーツ団体との連携・協働の推進
・スポーツツーリズムの推進（湖上スポーツ、ビワイチ、新マラソ
　ン等の推進）

・大学・企業等とスポーツ団体との連携・協働の推進 ・文化財等の観光資源を活用したスポーツの推進
・スポーツイベント、トップアスリート等を活かした地域の活性化 ・スポーツイベントを生かした地域の活性化
・スポーツの成長産業化

基本方針Ⅲ　スポーツの力で「感動の滋賀」を創る！
【国体・全国障害者スポーツ大会等の開催】

基本方針Ⅲ　感動を未来へつなぐ
【大規模大会】

政策５　国体・全国障害者スポーツ大会等に向けた競技力向上と競技
　者の拡大

施策６　国スポ・障スポ大会等に向けた競技力向上と競技水準の定着

政策目標）「選手の育成・強化」「指導体制の充実」「強化拠点の構
　築・環境整備」の取組を推進することにより、競技力の向上と競技
　者の拡大を図る。

施策目標）「選手の育成・強化」「指導体制の充実」「強化拠点の構
　築・環境整備」の取組の推進による競技力の向上や、大会後の競技
　水準の定着を図る。

（展開方策） （展開方策）
・選手の育成・強化 ・選手の育成・強化
・指導体制の充実 ・指導体制の充実
・強化拠点の構築・環境の整備 ・強化拠点の構築・環境の整備

・大会後の競技水準の定着

政策６　地域の特性を生かした大会レガシーの創出 施策７　地域の特性を生かした大会レガシーの創出と未来への継承

政策目標）国体・全国障害者スポーツ大会等の開催を契機として、地
　域の特性を活かした滋賀らしいレガシーの創出を目指す。

施策目標）国スポ・障スポ大会やワールドマスターズゲームズ関西等
　の開催を契機として、地域の特性を生かした滋賀らしいレガシーを
　創出し、未来へ継承する。

（展開方策） （展開方策）
・シンボルスポーツの創出 ・シンボルスポーツの創出・継承
・大会運営等のノウハウの継承 ・大会運営等のノウハウの継承
・スポーツボランティア活動の取組 ・スポーツボランティア活動の継承

・大規模大会を生かした障害者スポーツの理解促進

新

新

新

新

新

新

新

新

資料５

新
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策定時 目標値

（H28） （R4） H30 R1 R2 R3

1 成人（男・女）の週１回以上のスポーツ実施率
男性35.6%
女性36.8%

男女ともに
65％以上

39.7
40.0

45.6
42.4

50.1
47.4

55.2
48.6

国の第2期スポーツ基本計画で掲げる目
標値（65％以上）を上回る

2
子ども（男・女）の１週間の運動・スポーツ実施時間（※
土日を含み、平日の授業を除く）【小学５年生】

男子：590.7分
女子：347.2分

男子：625分
女子：382分

586.6
341.7

558.8
330.2

-
527.5
313.4

男女とも１日あたり５分間（1週間で35
分）増

3 障害者の週１回以上のスポーツ実施率
38.1%
(H29)

65%以上 - - 28.9 -
国の第2期スポーツ基本計画で掲げる目
標値（65％以上）を上回る

4 しがスポーツ大使の就任数 26者 50者以上 34 38 40 48
年間３名以上、オリンピックイヤーは５名
以上の就任

5 アスリートを採用した県内企業数 32社 45社以上 32 39 44 46
滋賀県企業スポーツ振興協議会の会員
企業を中心にアスリートを採用する新規
企業を毎年３社以上増

6
スポーツボランティア登録者数（本県ボランティア登録シ
ステム利用）

334人 2,000人以上 1,789 3,379 3,629 3,823
県総合戦略実施計画で掲げる目標登録
者数

7
総合型地域スポーツクラブで指導する有資格スポーツ
指導者数

267人 370人以上 229 280 283
県内の55クラブから各２名以上の指導
者増

8 県内のスポーツ施設（社会体育施設）の利用者数
6,617,409人

(H26）
730万人以上

583
万人

570
万人

348
万人

社会教育調査（文科省調査）のH26調査
時における利用者数の10%増

9
民間団体等の実施するスポーツイベントへの県の後援
件数

155件 200件以上 144 128 54 96 毎年10件程度の新規後援件数増

10 スポーツ・レクリエーションを目的とする観光入込客数 1,002万人 1,200万人以上
1,091
万人

1,105
万人

795
万人

過去５年間（H23→H27）の伸び率を参
考に設定（12.5％）

11
滋賀県を本拠地とするプロスポーツチーム等のホーム
ゲーム観客数

60,844人
(H29)

10万人以上 95,753 73,262 35,211 42,174
滋賀県を本拠地とするプロスポーツチー
ム等の観客実績を参考に設定

12 国体総合順位
39位

(H29)
8位以内 31 30 - - 競技力向上基本計画に掲げる目標順位

13 県障害者スポーツ大会の参加者数
773人
(H29)

1,000人以上 757 708 150 競技力向上推進計画を参考に設定

14
オリンピック・パラリンピックのホストタウンを通じて海外
との交流を始めた市町数

３市
6市町以上
（H32 ）

5 5 5 5
ホストタウン登録に向けた動きのある市
町数

スポーツボランティア登録者数（再掲） 334人 2,000人以上 1,789 3,379 3,629 3,823
県総合戦略実施計画で掲げる目標登録
者数

成人（男・女）の週１回以上のスポーツ実施率（再掲）
男性35.6%
女性36.8%

男女ともに
65％以上

39.7
40.0

45.6
42.4

50.1
47.4

55.2
48.6

国の第2期スポーツ基本計画で掲げる目
標値（65％以上）を上回る

目標値の設定根拠

第２期滋賀県スポーツ推進計画における指標および目標値・実績値

 
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で

　
　

「
豊
か
な
生
活

」
を
創
る
！

 
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で

「
元
気
な
地
域

」
を
創
る
！

実績値

 
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で

　

「
感
動
の
滋
賀

」
を
創
る
！

指標政策
基本
方針

生
涯
に
わ
た
る

す
べ
て
の
県
民

の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
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実
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・
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に

よ
る
地
域
の
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化

国
体
・
全
ス
ポ
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等
に
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競
技
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向
上
と
競
技
者
の
拡

大

地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
大
会

レ
ガ
シ
ー
の
創

出

番
号

第3期計画では指標から除外予定資料６
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基本
方針

施策 指標
現状値
（R3）

目標値
（R9）

備考

成人（男・女）の週1回以上のスポーツ実施率
男55.2%
女48.6%

男女とも70%
以上

国の目標を上回る

しがスポーツ大使による交流事業件数 13件

スポーツボランティア参加者数（延べ人数） 1,867人
しがスポーツボランティア
協議会登録者

総合型地域スポーツクラブで指導する有資格スポーツ指導者数 283人(R2)

公認スポーツ指導者数 3,399人

県内のスポーツ施設（社会体育施設）の利用者数 3,483,340人(R2)

子ども（男・女）の１週間の運動・スポーツ実施時間（※土日
を含み、平日の授業を除く）【小学５年生】

男子527.5分
女子313.4分

子ども（男・女）の１週間の総運動時間420分以上の割合（※土
日を含み、平日の授業を除く）【小学５年生】

男子48.2%
女子26.3%

１週間の総運動時間（体育授業を除く）が60分未満の児童の割合
男子 9.3%
女子16.6%

半減 国と同様

「運動やスポーツが好き」と回答した児童生徒の割合【小学５
年生】

男子67.2%
女子50.1%

滋賀の教育大綱(第3期滋賀
県教育振興基本計画)

障害者の週１回以上のスポーツ実施率 28.9% 40%以上 国の目標を上回る

障害者スポーツ教室等の参加人数

障害者スポーツ指導者数 345人

スポーツを通じた
連携・協働による
地域の活性化

スポーツが地域の活性化に役立つと感じる県民の割合 （福岡県計画で同様の指標設定）

スポーツ・レクリエーションを目的とする観光入込客数 795万人(R2)

滋賀県を本拠地とするプロスポーツチーム等のホームゲーム観客数 42,174人

国体・国スポ総合順位 30位(R1)
開催年 優勝
開催後 15位
　　　 以内

競技力向上基本計画

県障害者スポーツ大会の参加者数 150人(R2) 競技力向上推進計画

スポーツを通じて夢や感動が育まれていると感じる県民の割合 （三重県計画で同様の指標設定）

スポーツボランティア参加者数（延べ人数）（再掲） 1,867人

成人（男・女）の週1回以上のスポーツ実施率（再掲）
男55.2%
女48.6%

男女とも70%
以上

国の目標を上回る

Ⅲ
　
感
動
を
未
来
へ
つ
な

ぐ

国スポ・障スポ
大会等に向けた
競技力向上と競
技水準の定着

地域の特性を生
かした大会レガ
シーの創出と未
来への継承

　　　　　　　　第３期滋賀県スポーツ推進計画における指標について（たたき台）

Ⅰ
「
豊
か
で
健
や
か
な
生
活
」
を
つ
く
る

生涯にわたるス
ポーツ活動の充
実

子どもの運動・
スポーツ活動の
充実

障害者のスポー
ツ活動の充実

Ⅱ
「
活
力
の
あ

る
地
域
」
を
つ

く
る 滋賀の地域資源

を生かしたス
ポーツの推進

新たな指標候補 従来の指標の改善資料７
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Administrator
長方形

Administrator
タイプライターテキスト
国スポ総合順位




